
                                                                                 

2017年→2018年 CP 

チェアパーソン(競技長)資格更新問題  

 

すべて記述式で回答ください。文字数に制限はなく、別にペーパーをご用意ください。 

 

※【注意】 

① 説明は詳しく、見やすい文字で筆記・記述してください。（ワード・エクセル等電子データ不可） 

 

１．【JDSF競技関連規程集】 

   2018年度の競技関連規程集の申し込みは都道府連盟を通じて、JDSFに行っていますか。また行っていない場合その理由と今後の対応を

述べてください。。 

 

 

２．【チェアパーソン資格要件】 

   ＪＤＳＦ規程にチェアパーソンの資格要件があるが、すべて記載してください。 

 

 

３．【チェアパーソンの責務】 

   円滑な競技会を開催する為、チェアパーソンはどのような責務を追っているか。また日頃からどのようなことを行っているか。（行った方が良い

と考えているか。） 

 

 

４．【フロアー面積等】 

   競技会のフロアー面積が２７５㎡あった。１ヒート当たり１３組踊ることとし、９組アップで進めるタイムテーブルを作成したが後日、好ましく

ない判断だと指摘された。このチェアパーソンはどこに注意すればよかったか複数述べてください。 

 

 

５．【シャッフル】【ランダム】【縦割り】【自動】 

   競技開催を行う上で、ヒート割を作る場合、競技区分に応じて対応を検討しなければならない点があります。 

   【シャッフル】【ランダム】【縦割り】【自動】はどういったヒート割になるのか。またその場合のメリット、デメリットをそれぞれ述べてください。 

 

 

６．【服装規程】 

   正装としている競技区分において平服で踊っている組がいた。チェアパーソンとしては、どのような対応を取れば良いですか。 

 

 

７．【タイムテーブル作成①】 

タイムテーブル作成時に予選、準決勝、決勝の１曲当たりの時間はどのようにすれば良いか。また注意点は？ 

 

 

８．【タイムテーブル作成②】 

   D級戦だけ４次予選まであり、他はすべて準決勝からのスタートとなった。D級戦を続けて行うことにした場合、 

   実際どのような点に注意して、タイムテーブルを作成すればよいですか。 

 

 

９．【審判員】 

   審判員が審査をする際、従来は鉛筆で、記入する場合がほとんどであったが、最近はボールペンで記入するようになっているのは何故か？ 

   また審判員の服装において特徴的な点を教えてください。 

 



１０．【競技の採点方法】 

   昇降級対象の公認競技においてエントリー組数が４８組以上と４７組以下の場合１次予選通過選手はどのようになるか。組数別の通過

選手数をすべて記載ください。 

 

 

１１．【同点決定】 

   昇降級対象の公認競技において同点決定戦を行わなければならないのは、どのような場合が考えられるか？また競技種目等、注意しなけれ

ばならない点はどのようなことがありますか。 

 

 

１２．【トラブル事例①】 

   １級戦、２級戦、３級戦の競技会を開催。当日受付を行ったら３級戦は欠場が多く１組しかいない。遠方から来たということで配慮して２

級戦で踊ってもらうこととした。チェアパーソンの決定事項であったが、後日問題となった。何故か？ 

 

 

１３．【トラブル事例②】 

   ７人審判で競技をスタートさせるところ、１人連絡が取れず６人の審判員しかそろっていない。チェアパーソンとしては、どのような対応を取れ

ば良いか？ 

   ５人審判で競技をスタートして、２人連絡が取れず３人しかそろっていない場合はどのような対応をするか述べよ。 

 

 

１４．【トラブル事例③】 

D 級１次予選１～７ヒートまであるが１ヒートの選手が１組出遅れてしまい、３ヒート終了間際に申告があった。トイレに行っていたとのこ

と。チェアパーソンはどのような判断と対応をすれば良いか？ 

 

 

１５．【その他】 

   競技開催中、選手が転倒して意識不明となった。また同時に別の組はパートナーが階段から落ち、意識ははっきりしているが、傷口からの出

血があるということで救護のところに来たが、だれも役員がいなかった。チェアパーソンとしてどのような判断をくださなければならないか。 

 

 

１６．【その他】 

C級戦（W.T.F）の決勝でワルツ、タンゴを踊り、足を痛めたので最後のスローを棄権した場合。足は痛めたが 

踊ろうとしてスロー１曲の間、フロアーには立ったが回復せず１歩もステップを踏めなかった。 

この２事例に接して CPは、採点上どのような指示を行うべきか。 

 

 

 

 

 

 


